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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する
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＜連絡事項＞

· 新山　潤様～本日、主治医と家族面談を行なっています。お母様より、将来の事を考えると、自宅へ退院させたい。退院後は本人の症状を見ながら、クリーニング店へ勤務させたいと思っている（見学後）。主治医から本人は「病気ではない。薬は飲みたくない。」と話しているが、それは被害妄想によるものだと思われる。今回の暴力行為も特定の人が対象となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· →　今後の治療方針としては、飲み薬だけではなく、デポ剤の注射をしていきたい。と本人とお母様へ説明されています。本人とお母様共に注射に対してあまり納得されていないようです。お母様は新山様の暴力行為に対して危機感を持っていないようであり、お母様と本人共に病識の無さもあります。将来的には西病棟への移棟を考えているとの事で、疾病教室、家族教室とを併行して行なっていきたい。

· 事故報告書の書式が一部変更となります。「事故に至った原因」という覧が追加となっています。今後は新しい書式での提出となります。

＜新入院の患者様＞

清川厚子様～怠薬や、生活リズムの乱れある事から7/12（火）東病棟Ｂユニットへ入院となっています。日課の乱れがあり、保清も十分に出来ておらず、入浴の促しに対しても「めんどくさい」等と拒否的な発言あり、再三の促しにて渋々入浴されている状態です。又、私物管理に雑さがあり、整理整頓が出来ず、いつまでも同じ服を着ていたりと更衣も滅多にされない為、まめな声掛けを行なう必要があります。生活リズムに乱れが見られる場合は、今回の入院目的を説明しましょう。日課がきちんと出来ていない場合はその都度説明し、一つ一つの日課を確実に行なって頂けるようにしていきましょう。

＜隔離患者様について＞

畑中成夫様～昨日20分程退室時間を設けています。退室時は特に突発的な行動は見られず、神に関する発言も聞かれていません。時折、特定の女性スタッフに対して、「人に触りたくなる」と話される事ありますが、以前に比べ表情に硬さや険しさは見られず、穏やかさが見られています。何かの要求が聞かれる場合は、人と話しをしたいという意思表示かもしれない為、畑中様から話してくるのを待つのではなく、スタッフ側から頻回に話し掛けていき、畑中様が何を要求しているのか判断し、適切なケアをしていきましょう。又、最近になり物忘れ発言が多く聞かれるようになってきています（時間や日付が分からない等）。やはりスタッフからの関わりを多くしていき、正確な時間、日付の感覚を持って頂けるようにしていきましょう。

＜措置入院患者様について診療課菅野より情報＞

佐藤　節子様～調子の悪さありプログラムも途中で退席される事が見られていましたが、除々にではありますが、最後まで参加出来るようになってきています。最近になり、スタッフへ自分が過去に行なってきた事を振り返り、その事を話すようになってきています。過去の事は本人にとって辛い体験である為、その様な発言が聞かれる場合には、過去の振り返りに重点を置かず、今の生活に目を向ける事が大事である事を伝えて行きましょう。他患者様の事で気になっている様子（減量に関する事等）もあります。焦らず、次の事に進む為にも目の前の事を確実にこなせるように、今の生活を維持する事が大切である事を伝えて行きましょう。












